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東京港地盤沈下及び地下水位 

 

観測調査結果 



１ 調査目的 

東 京 港 の 埋 立 地 で は 、 港 湾 設 備 の 整 備 や 臨 海 副 都 心 開 発 事 業  

な ど が 実 施 さ れ て い る 。 し か し 、 東 京 港 は 軟 弱 な 粘 性 土 及 び 緩  

い 砂 質 土 か ら な る 沖 積 世 堆 積 物 が 厚 く 分 布 す る 典 型 的 な 軟 弱 地

盤 帯 に 立 地 し て い る た め 、開発 に あ た っ て は 、安全 な 港 づ く り 、

ま ち づ く り の 観 点 か ら 、 地 盤 状 況 を 把 握 す る 必 要 が あ る 。  

こ の た め 、 東 京 都 港 湾 局 で は 東 京 港 の 開 発 ・ 維 持 ・ 保 全 及 び  

防 災 対 策 の た め の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 各 地 盤 の  

沈 下 及 び 地 下 水 位 の 観 測 を 昭 和 ４ ５ 年 か ら 継 続 し て 行 っ て い る。 

本 報 告 書 は 、 昭 和 ４ ５ 年 か ら 平 成 ２ ２ 年 ま で の 各 年 の 各 観 測

所 に お け る 観 測 デ ー タ を 利 用 し 、 各 地 盤 の 沈 下 及 び 地 下 水 位 の

経 年 変 化 等 の 観 測 結 果 を と り ま と め た も の で あ る 。  

２ 調査概要 

観 測 業 務 と し て 、 地 盤 沈 下 及 び 気 象 に 関 す る 調 査 を 実 施 し て

い る 。  

観 測 所 の 位 置 は、図 1- 1 東 京 港 地 盤 沈 下 観 測 所 位 置 図 に 示 す  

と お り で 、各 観 測 所 の 外 観 を 写真 1-1～ 1-2 に 示 す 。また 、観 測

所 の 所 在 地 の 詳 細 ・ 各 観 測 井 の 仕 様 ・ 計 器 の 種 類 は 表 1-1 観 測

井 一 覧 表 に 示 す 。  

各 観 測 所 付 近 の 地 形 ・ 地 質 の 状 況 及 び 観 測 井 の 深 さ は図 1-2 

に 、 観 測 井 の 構 造 図 な ら び に 概 念 図 は 図 1-3 に 示 す 。  

 

３ 調査結果 

（ １ ）  沈 下 観 測  

ア  有 楽 町 層 の 沈 下 量 （ 図 2-1 参 照 ）  

沈 下 量 の 大 半 を 占 め る の は 、 埋 土 層 の 下 に 分 布 し て

い る 有 楽 町 層 （ 軟 弱 層 ） で 、 そ の 層 厚 が 厚 い ほ ど 年 間

変 動 量 は 大 き い 。  

有 楽 町 層 の 層 厚 （ 図 1-2 参 照 ） に お い て 、 大 井 そ の

２ 地 盤 沈 下 観 測 所 で は 約 60ｍと 厚 い が 、辰 巳 地 盤 沈 下

観 測 所 では 30ｍ 以 下 と 薄 く、新 有 明 地 盤 沈 下 観 測 所 で

は 10ｍ 以下 と 観 測 所 毎 に 大 き な 違 い が あ る 。こ の た め 、

層 厚 の 厚 い 大 井 そ の ２ 地 盤 沈 下 観 測 所 で の 年 間 変 動 量

は 大 き い 。  

イ  各 観 測 所 の 経 年 変 化 動 向 （図 2-2～ 図 2-3 参 照 ）  

・  最 も 総 沈 下 量 の 大 き い 大 井 そ の ２ 地 盤 沈 下 観 測 所

で は 、 観 測 開 始 か ら 37 年 経 過 し た 現 在 で も 継 続 的

な 沈 下 傾 向 が 見 ら れ る が、図 2-2 に 示 す と お り、有

楽 町 層 の 年 間 変 動 量 は 昭 和 ５ ７ 年 以 降 年 々 減 少 傾

向 を 示 し て お り 、今 後 は 収 束 に 向 か う も の と 思 わ れ

る 。  

・  １ ５ 号 地 地 盤 沈 下 観 測 所 は 大 井 そ の ２ 地 盤 沈 下 観

測 所 に 次 ぐ 沈 下 量 で 、 観 測 開 始 後 の 10 年 程 は 年 間

の 変 動 量 も 大 き く 継 続 的 な 沈 下 傾 向 を 示 し て い た

が、そ の 後 は ほ ぼ 収 束 に 向 か っ て お り、有 楽 町 層 の

年 間 変 動 量 も 非 常 に 小 さ く な っ て い る 。  



・  大 井 そ の １ 地 盤 沈 下 観 測 所 及 び 砂 町 地 盤 沈 下 観 測

所 は 同 じ よ う な 沈 下 傾 向 を 示 し て お り、観 測 開 始 直

後 の 数 年 は 年 間 の 変 動 量 も や や 大 き な 傾 向 を 示 し

た が 、現 在 は 年 間 変 動 量 も 非 常 に 小 さ い 。な お 、当

観 測 所 は、平 成 ２ ０ 年 ９ 月 で 閉 鎖 さ れ、新 観 測 所 が、

平 成 ２ ０ 年 １ １ 月 か ら 、 稼 働 し て い る 。   

・  辰 巳 地 盤 沈 下 観 測 所 で は 観 測 開 始 か ら 沈 下 量 は 非

常 に 小 さ く 、 地 層 毎 の 観 測 結 果 を 見 て も 、 年 間 の 変

動 は ほ と ん ど な い 。  

・  新 有 明 地 盤 沈 下 観 測 所 は 観 測 を 開 始 し て １ ３ 年 経

つ が 、 変 動 傾 向 は 辰 巳 観 測 所 と 同 様 で あ り 、 有 楽 町

層 の 年 間 変 動 も ほ と ん ど な い 。  

（ ２ ）  地 下 水 位 観 測 （ 図 2-4 参 照 ）  

全 体 的 な 傾 向 と し て 観 測 開 始 以 降 の 地 下 水 位 の 変 動 は 、  

昭 和 ４ ６ 年 か ら の 工 業 用 水 法 の 揚 水 規 制 基 準 の 強 化 に 伴  

い 、 区 域 全 域 の 揚 水 量 が 大 幅 に 減 少 し た 結 果 、 地 下 水 位  

は 昭 和 ５ ９ 年 頃 ま で に 急 激 に 回 復 し た も の と 思 わ れ る 。  

そ の 後 は 、 季 節 や 年 間 の 気 候 に よ る 増 減 は あ る が 、 変  

動 量 は 小 さ く な り 全 般 的 に 水 位 は 回 復 傾 向 に あ る 。  

し か し 、 大 井 そ の １ 地 盤 沈 下 観 測 所 で は 平 成 ２ ～ ７ 年 に

か け て 、 水 位 の 低 下 と 回 復 が あ り 、 比 較 的 近 い 大 井 そ の ２

地 盤 沈 下 観 測 所 で も 同 様 の 傾 向 を 示 し た 。  

こ の 期 間 で も 深 層 に あ る 帯 水 層 の 地 下 水 位 は ほ と ん ど  

影 響 が 無 く 、 全 般 的 に 変 動 量 は 減 少 し て い る 。  

な お 、図 2-4 に 示 す 各 観 測 所 の 地 下 水 位 に つ い て は、Ａ ．  

Ｐ ． (Arakawa Peil)表 示 （ 霊 岸 島 水 位 表 零 位 を 示 し 、 ほ ぼ

大 潮 干 潮 位 に あ た る 。） と し た 。
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表 1-1  観 測 井 一 覧 表 

観測所名   所 在 地 
設 置 
年 月 

観 測 
棟 名 

観測井 
番 号 

井戸深さ 
(G.L-m) 

 管径(cm) 
ストレーナー 
   設置位置 
   (G.L-m) 

長期自記 
地盤沈下計 
観測井番号 

フロート式 
水位計 
発信器 
 観測井 

番号 

データロガ
ー 

気象測器 

沈  下  計 水  位  計 

外管 内管 記 録 方 式      記 録 方 式      

大井その２ 
地 盤 沈 下      
観 測 所 

大田区城南島 
     一丁目地先 
大井埠頭その２ 
     埋立地 

S48.5 

Ａ No.1     10  10   4 － 

No.1,2,3,4 
 H6.3.21 交換 

No.2,3 
H5.3.17 
交換 

H20.3.19 
交換 

－ 

 

 

 

アナログ部

カートリッ

ジペン 

直線書き式 

デジタル部

メモリーデ

ータロガー

を用いロー

ル紙に印字 

 

ＩＣメモリ

ーカードに

記録 

   

 

 

 

発信信号機に

よるデジタル

記録 

  

メモリーデー

タロガーを用

い，ロール紙

に印字 

 

ＩＣメモリー

カードに記録 

Ａ No.2     80  30  20  68.00 ～ 72.00 

Ｂ No.3    103  30  20  88.00 ～ 93.00 

Ｃ No.4    200  30  20 － 

大井その１ 
地 盤 沈 下      
観 測 所 

品川区八潮 
 一丁目１番２号 

S45.4 
H20.9 に
観測中止 

Ａ No.1      6  10   4 － No.1,2,3 
 H7.3.13 交換 

No.2,3   
 H5.3.17 
交換 

 平成７年３

月で観測中

止 
Ａ No.2     35  30  20  24.00 ～ 29.52 

Ｂ No.3 60 30 20 43.09 ～ 48.64 

H20.11 

Ａ No.1      6  10   4 － 
No.1,2,3 
 H20.11.移設 

No.2,3   
 H20.11. 
移設 

H20.11.7交
換 

 Ａ No.2     35  30  20  24.00 ～ 29.52 

Ｂ No.3 60 30 20 43.09 ～ 48.64 

新 有 明 
地 盤 沈 下      
観 測 所 

江東区有明 
 四丁目８番１号 
有明ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ内 

H10.4 

Ａ No.1      7  10 －  3.225 ～ 7.230 

No.2,3,4 
 
No.1,3,4 
 

－ － 
Ａ No.2     24  10   5 － 

Ｂ No.3     47  30  20  34.01 ～ 37.21 

Ｃ No.4     90  30  20  68.60 ～ 79.72 

辰   巳 
地 盤 沈 下      
観 測 所 

江東区辰巳 
     一丁目１番 

S46.4 

Ａ No.1      8  10   4 － 
No.1,2,3 
 H6.3.21 交換 

No.3   
H7.3.17 
交換 

H20.3.19 
交換 
 

－ Ｂ No.2     52  30  20 － 

Ｃ No.3     80  30  20  60.30 ～ 70.30 

砂   町 
地 盤 沈 下      
観 測 所 

江東区新砂 
 三丁目 3003－3 

S51.5 

Ａ No.1     13  10   4 － 
No.1,2,3,4 
 H7.3.15 交換 
 

No.2,3 
 H7.3.11 
交換 

H20.3.24 
交換 

総合気象観

測装置 

・温度,湿度,

気 圧 , 日

照,雨量 

Ａ No.2     73  30  20  52.35 ～ 61.40 

Ｂ No.3    125  30  20  81.40 ～109.14 

Ｃ No.4    210  30  20 － 

１５ 号 地 
地 盤 沈 下      
観 測 所 

江東区若州地先 
 １５号地埋立地 

S45.6 

Ａ No.1      8  10   4 － 

No.1,2,3,4,5 
 H6.3.21 交換 

No.4,5  
 H5.3.17 
交換 

H20.8.28 
交換－ 

－ 

Ａ No.2     43  30  20 － 

Ｂ No.3     55  30  20 － 

Ｃ No.4    140  30  20 104.90 ～116.60 

Ｄ No.5    200  30  20 156.72 ～167.84 
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図 1-3 地盤沈下および地下水位観測井構造図 

 

 

 
    本施設は、地盤の沈下および地下水位の変化を、 
 長期的かつ連続的に観測するものです。 
   地盤の沈下観測は、地中の一定の地層まで挿入した 
鋼鉄製内管を不動のものとして、地表に設置したＨ型 
鋼の動きを測定しています。 

    地下水の水位は、地盤の変動に密接な影響を及ぼし、 
特に地下水位の低下が地盤沈下を引き起こすことから、
沈下観測と同時に測定を行っています。 
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図２－１　観測所毎の経年沈下量（昭和４５年～平成２２年）
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図２－２　　地層毎の経年沈下量（昭和４５年～平成２２年）
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図２－３　　観測所毎の累計沈下グラフ（昭和４５年～平成２２年）
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図２－４　　観測所毎の地下水位変化グラフ（昭和４５年～平成２２年）
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